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本校では、ボランティア活動への積極的な参加を奨励しています。

今年度もコロナ禍で、ボランティア活動の機会が少なくなっています

が、12月４日（土）に開催された第 35回ジュニア文化祭のサポー

トに多くの生徒が参加してくれました。今後も社会に目を向け、地域

のために若い力を多方面で発揮してくれることを願っています。 

 

今年度も、中京学院大学との連携事業で、毎週火曜日、「経営学の

理論と実践」「看護学入門」「保育学入門」の３講座を開講してきまし

た。多くの生徒が受講し、大学で学ぶ内容のオムニバスや、六斎市に

て販売実習を行うなど充実した学習を行うことができました。12月

14日（火）にぎわいプラザ

にて、閉講式が行われ、中京

学院大学の先生や本校の代表

生徒の挨拶が行われ、終了証

を受け取りました。来年度も

引き続き、多くの生徒が自分

の進路実現のために、積極的

に受講してほしいと思いま

す。 

～受講生徒の感想～ 

【経営学】 

経済にとってどんなことが大切で、どんなことが求められているのかハッキリとわかっ

た。（六斎市での売り上げは、後日、社会福祉協議会に寄付する予定です。） 

【看護学】 

看護学について色んなことを学べて、ますます興味が増したのですごくいい機会だ

った。初歩的な看護学を学ぶことが出来て進路に繋げることが出来て良かった。 

【保育学】 

保育学入門を受講出来たこと、本当に良かったと思っています。自分の将来にど

れだけ影響を与えてくれたか！後輩たちにはぜひ積極的に高大連携に参加してほ

しいと思っています！今回の高大連携講座は私にとってずっと心に残り続けると思

います。 

12月 23日（木）、終業の会をオンラインにて行いました。始め

に、進路支援部長の小栗先生の講話を行い、受験を控えた３年生に対

して「人は失敗を経験することでより強く優しい人になっていく。失

敗を恐れずに挑んでいってほしい。」とメッセージが送られました。

その後、生徒会から、交通安全に関するメッセージが全校生徒に伝え

られ、本校美術部が作成したポスターが紹介されました。最後に、数

か月の間に表彰を受けた生徒の伝達表彰が行われました。コロナ禍

で、大会等が中止されたり縮小されたりしている中でも、多くの生徒

が積み重ねた努力の成果を見事に発揮してくれました。先行きが不透

明な状況が続いていますが、新年を迎え、今年一年の抱負とその実現

のための計画を前向

きに考え、実行して

いってほしいと思い

ます。今年も中津高

校では、授業中の生

徒の真剣な眼差し

や、休み時間の生徒

のきらきらした笑顔

で溢れています。 

 

1月 14日（金）翌日

に大学共通テストを控え

て、昼休みにオンライン

で共通テスト激励会を実

施しました。在校生出演

の応援メッセージと先生

方からの激励の言葉を、

生徒会が１つの動画にま

とめ、各教室で放映しました。また、PTAで用意していただいた恵

那南高校制作の縁起のよいお菓子「勝ち栗」を３年生一人一人に配布

しました。３年生は、１つの目標として、この共通テストに向けて３

年間学んできました。本当によくがんばりました。ただ、これで終わ

りではありません。あと約２か月、妥協することや諦めることなく、

最後まで自分

を信じて学習

を続けていき

ましょう。最

後まで学校と

してもサポー

トしていきま

す。 

左：受付担当の生徒  右：翌週の事後指導の様子 

左：待機する表彰者  右：伝達表彰を中継する様子 

左：生徒会作成の絵馬  右：オンライン激励会 


